


























　主にアメリカ留学で必要とは知らなかった。 
　日常生活で必要な英語による説明力を身につけるためには読む・
聞く・話す・書く、の四技能すべてが欠かせないという話は参考になっ
た。これまでは日本語もすらすら話せないし説明も難しいのに英語
でそれをうまくやるのは不可能だろう、となかば諦めていたが、英
語での説明力がつけば日本語での説明も当然うまくなるという逆の
発想を聞いてなるほど、と思いポジティブな気持ちが出てきた。確
かに相手の理解度に合わせて説明に必要な要素を考えたり論理性を
追求したりする点はどんな言葉でも同じだと改めて気づかされた。
　テストによって問題数に差があるとは驚いた。
　ハキハキ話さないとそれだけで減点になるというのは実用的だと
感じた。人前でもないのにテストだからと声が小さくなるようでは

コミュニケーションには支障がある。自信を持ち、堂々としていることは、発言に説得力を持たせる一つの重要な要素だと思う。
　ライティングについてもパソコンならではの長所と短所があるというのは言われて改めて意識するようになった。挿入が容
易なのは文の組み立てが遅い私にとってはかなり喜ばしいところである。一方短所であるタイプミスについてはあまり実感が
なかったのだが、その日の夜帰宅してパソコンに日曜に急仕上げした割と出来が良いと思っていたエッセイの添削を見て真っ
赤だったその原因は正にタイプミスや、手書きなら絶対しないであろうつづりの間違いであった。急いでいたこともあったろ
うがそれにしてもひどかった。具体的には their→theit, thei や different→deferent などがあり、また直前に positively を
使っていたのがどこかに残っていたのであろう、possibly→possively という間違いもあった。
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　TOEFL では、Reading 以外のセクションですべてリスニングが必要にな ってくる。過去に受験した際に、とりわけ Writing 

セクションの Integrated task あるいは Speaking セクションで聞き取った内容をもとに解答する問 題は非常に難しく感じた

し、実際に点数も低く出ていた。そこで最も重 要なのは、会話あるいは講義の中のキー

ポイントを聞き漏らさず、効果的なノートテイキングをすることだと言える。特に、

一度聞き取れなかっ たときに、そこでノートテイキングが止まってしまったり、また

時間をロ スしないようにするノートテイキングのいくつかの方法を知ることがで きた

のは良かった。とくに簡潔なノートにするための記号の使い方など は非常に参考になっ

たし、ウェブ上の学習サイト等も提示されたので、実 践してみたいと感じた。Writing 

セクションに関する講義では、もう少し Integrated Task の内容を扱ってほしかった

ように思う。Independent Task の問題は、添削課題等である程度練習できるが、

Listening と Reading の 関連性を効果的に書くことは意外に難しく点数も出にくい

と感じているの で、この部分に関しての講義もまた別にあってもよいのでは、と感じた。 

ただ、Writing の際に”Sign Posting”と”Planning”に関しては 2 つのエッ セイ

を比べることでその読み手に対する効果という面で非常に重要だと再 確認でき、

Crterion の修正、書き直しに役立てたい。



　今回、立命館アジア太平洋大学非常勤講師でおられる五十峰先生よりTOEFL iBT の Speaking セクションについて講義をいた

だきました。主に講義の内容はSpeaking セッションの概要、採点方式、採点基準に関するものでした。先生は非常に闊達で親し

みやすい方で、その軽妙な語り口に講義に参加した学生も、六時限目という遅い時間にも関わらず楽しみながら講義を聞くことが

できました。TOEFL iBT の中でも、勉強しにくいセクションであるSpeaking について、特に採点基準について学べたことは有

意義でした。採点基準を意識することはもちろん効率的にスコアを伸ばす上で役立つだけでなく、普段英語を使う中でもこのよう

な点を意識することで、よりスムーズなコミュニケーションに寄与するものと思います。また、講義の終盤では先生らしく「こん

なSpeaking はイヤだ！」と題して、多くの受験者が陥りやすい失敗について10項目にわたり講義をいただきました。さらに講

義の中で例題を用いて実際のSpeaking セクションにトライさせていたのも講義を非常に効果的なものにしていたと感じました。

実際にテストに則って話してみると、先生のおっしゃられていたダメなポイントに陥ってしまっていることに気づき、改めてテス

トの難しさを感じることができました。

　今回の講義を通して学んだことを活かし、スコアアップ、英語力アップに努めてまいります。
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